
1994年出上の木簡

高
知

・

１
　
所
在
地
　
　
　
高
知
県
南
国
市
田
村
字
寺
の
前

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
三
年

（昭
５８
）

一
月
１
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
高
知
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
廣
田
佳
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
環
濠
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

田
村
遺
跡
群
は
、
高
知
空
港
拡
張
整
備
事
業
に
伴
い
調
査
が
行
な
わ
れ
、
弥

生
時
代
及
び
中
世
を
中
心
と
す
る
、
遺
構

・
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
高
知

平
野
に
お
け
る
中
心
的
遺
跡
で

あ
る
。
中
世
の
遺
構
は
方
形
の

環
濠
屋
敷
跡
で
あ
り
、
調
査
区

の
北
に
は
、
守
護
代
で
あ
る
細

川
氏
の
居
館
と
さ
れ
る
田
村
城

館
跡
も
所
在
し
て
い
る
。
田
村

遺
跡
群
に
つ
い
て
は
既
に
本
誌

第
五
号
で
報
告
し
た
が
、
そ
の

際
未
報
告
で
あ
っ
た
分
を
今
回

報
告
す
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
屋
敷
跡
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
三
点
中
、
文
字
の

読
め
る
二
点
と
、
近
世
墓
出
上
の
位
牌

一
点
で
あ
る
。
井
戸
及
び
近
世
墓
と
も

に
、
田
村
城
館
跡
の
南
に
広
が
る
環
濠
屋
敷
跡
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
井
戸
は

屋
敷
跡
の
南
東
端
部
で
、
ま
た
近
世
墓
は
濠
の
北
で

一
九
基
が
集
中
し
て
検
出

さ
れ
て
い
る
。

井
戸
は
直
径

一
ｍ
、
深
さ
四

・
三
ｍ
の
円
礫
に
よ
る
石
組
で
あ
り
、
底
部
に

直
径
○

・
六
ｍ
の
、
自
然
木
く
り
ぬ
き
の
井
筒
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺

物
は
木
簡
の
他
、
曲
物
の
底
板
、
手
桶
の
把
手
、
備
前
甕
、
青
磁
な
ど
で
あ
る
。

近
世
墓
は
三
基
が
切
り
合
っ
て
お
り
、
位
牌
が
出
土
し
た
墓
壊
は
、
長
径
二

・

一
三

ｍ
、
短
径
○

。
六
七
ｍ
、
深
さ
○

・
七
五
ｍ
の
方
形
で
あ
り
、
左
手
を
胸

に
置
い
た
仰
向
け
の
人
骨
が
検
出
さ
れ
、
頭
部
の
横
に
は
京
焼
系
椀
が
あ
り
、

位
牌
は
頭
部
の
北

一
〇
∽
の
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

井
戸

〔社
ヵ
〕

ω

　

「妙
法
蓮
華
経
奉
勧
請
法
騨
警
蜂
獄
卸
咽
　
　
（］ｅ

溢
反
∞
忌

奉
勧
□

（
Ｐ
伽
∞
）
×
伽
∞
×
］

ｏ
Ｐ
Φ

田た

本寸留
遺
跡
群

南
征

妙
法
蓮□
華
経□

(高 知)
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(3)程

墓

「
　
　
安
永
十
幸
丑
年

新
寂
円
月
連
耀
霊

二
月
□
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］卜
∞）
×
鵠
×
ド

〇路

ω
②
の
札
は
水
神
に
対
す
る
祈
濤
札
と
考
え
ら
れ
、
墨
書
か
ら
は
日
蓮
宗
寺

院
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
村
城
館
跡
に
は
、
現
在

も
日
蓮
宗
寺
院
細
勝
寺
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
前
身
は
守
護
代
細
川
勝
益
に

よ
り
建
立
さ
れ
た
桂
昌
寺
と
考
え
ら
れ
、
井
戸
の
所
在
す
る
環
濠
屋
敷
の
主
は
、

日
蓮
宗
に
関
係
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

高
知
県
教
育
委
員
会

『高
知
県
田
村
遺
跡
群
』
盆

九
八
三
年
）
（森
田
尚
宏
）

や ⑤
_   (1)




